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参考資料編 

 

１．浦添市の概況 

 

（１）浦添市の総人口・世帯数等の推移 

浦添市の総人口は平成 22年の国勢調査では 110,351人となっており、増加傾向で推移し

ている。一方で、平成 12年～平成 22年の直近 10年間の総人口の伸びは、平成２年～平成

12年の 10年間の伸びに比べて鈍化してきている様子がうかがえる。 

浦添市の総世帯数は平成 22 年の国勢調査では 40,858 世帯となっており、総人口と同様

に増加傾向で推移している。また、核家族世帯数、単独世帯数についても、総人口・総世

帯数の増加に伴い増加傾向にある。特に単独世帯については、平成 12 年から 10 年間で増

加率が 40.1％となっており、一人暮らし世帯の増加が総世帯数増加の一因となっているこ

とがうかがえる。 
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（２）浦添市の人口構成 

人口ピラミッドより本市の人口構成全体をみると、団塊ジュニア世代である 30代後半～

40 代前半が最も多く、次いで団塊世代の 60 代前半並びに 15 歳未満の人口数が高くなって

いる。団塊世代が平成 24～26 年かけて 65 歳をむかえることから、高齢者数の増加が見込

まれる。また平成 20 年と 24 年を比較すると、平成 20 年の 15～19 歳人口が、５年後の平

成 24年では、20～24 歳人口がさほど多くなっておらず、市外への転出数が市内の転入数を

上回っていることを示している。 

年齢３区分別人口割合の推移をみると、年少人口（15 歳未満）、生産年齢人口（15～64

歳）は微減、老年人口（65 歳以上）は微増傾向にある。また、県全体と比較すると比較的

若い世代が多いことがうかがえる。 

 

■人口ピラミッド（５歳階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢３区分別人口割合の推移 
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資料：浦添市統計資料 各年３月末現在

年少人口 
H24:21,691人 
H20:21,675人 

老年人口 
H24:15,845人 
H20:14,533人 

生産年齢人口 
H24:74,876人 
H20:73,165人 

資料：浦添市統計資料 各年３月末現在
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（３）浦添市の人口推計 

（人口推計の手順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人口推計の方法） 

○目標年（平成 34 年度）に至る将来人口等の推計については、フローで示したように、

基準年における男女別・１歳階級別人口に変化率（センサス変化率）を掛け合わせ推

計していく方法によって行う。 

○センサス変化率とは、「年をとることによる住民の年齢層の移動による人口の変化を年

齢層ごとにみた増減率」のことで、センサス変化率を用いた人口推計では将来にわた

りこの変化率が変わらないものとして使用するため、変化率（実績値）の設定がポイ

ントとなる。 

（推計人口の算出） 

○将来人口の推計においては、2007年から 2011年の５年間の男女別・１歳階級別人口（住

民基本台帳ベース）の実績から変化率（４区間）を算出し、その平均の変化率（男女

別・１歳階級別）を使用して、基準年人口（2011年 10月１日）から各年に乗じて算出

していくこととする。 

 

 

  

基準人口：平成 23年（９月末）現在、１歳階級別・男女別人口 

×１歳階級別・男女別人口変化率 
（平成 19～23年変化率平均値） 

将来人口の推計：平成 24～34年、１歳階級別・男女別人口 

◆センサス変化率を用いた推計の例 

 （男性） 

 基 準 年

（Ｂ年） 

平均変化

率（固定） 

Ｂ＋１年 平均変化率

（固定） 

Ｂ＋２年 平均変化率

（固定） 

０歳 100 人 1.00 ○○人※ 1.00 ○○人※  1.00 

１歳 100 人  0.99 100人 0.99 ○○人 0.99 

２歳 100 人  1.01 99人 1.01 99 人  1.01 

３歳 100 人 0.98 101人  0.99 99 人  0.99 

…             

合計  ●●人   ●●人   ●●人  

 ※０歳児人口の算出について 

  ・女性人口（25 歳～34 歳）に対する０歳児の割合（2007 年～2011 年平均）を将来人口（25～34 歳
女性人口）に乗じ、さらに男女児性比（2007 年～2011 年平均）により男女０歳児人口を算出する。 
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 平成 19～23年（各年９月末現在）までの住民基本台帳に基づいた変化率による人口推計

を行ったところ、総人口は年々増加傾向にあり、平成 34 年までに、基準年人口（平成 23

年）の約 2,900 人多い、114,890 人と予測される。高齢化率においては、平成 34 年までに

約２割（20.3％）になることが見込まれる。年齢区分別人口の推移においても、０～39 歳

が減少傾向にあり、65 歳以上の高齢者が増加傾向にあることから、少子高齢化が年々進行

していくことが示されている。 

 

■将来人口及び将来高齢者人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

■総人口の実績及び推計               ■高齢化率の実績及び推計 

 

 

 

 

 

 

 

基準年
人口

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

59,557 58,927 58,189 57,314 56,608 55,978 55,390 54,815 54,210 53,713 53,183 52,727

36,869 37,346 37,671 38,141 38,338 38,443 38,492 38,591 38,665 38,665 38,796 38,804

　　65歳以上 15,551 16,240 17,123 17,946 18,817 19,641 20,421 21,107 21,795 22,396 22,869 23,359

　65～74歳（前期高齢者）
8,334 8,590 9,032 9,423 9,872 10,252 10,705 11,114 11,542 12,144 12,707 12,783

　75歳以上（後期高齢者） 7,217 7,650 8,091 8,523 8,945 9,389 9,717 9,994 10,254 10,252 10,162 10,576

111,977 112,513 112,983 113,402 113,763 114,062 114,303 114,513 114,671 114,774 114,848 114,890

13.9% 14.4% 15.2% 15.8% 16.5% 17.2% 17.9% 18.4% 19.0% 19.5% 19.9% 20.3%

資料：住民基本台帳人口各年９月現在より作成(浦添市統計資料)

推計値

総人口

高齢化率
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資料：住民基本台帳人口各年９月現在より作成（浦添市統計資料)
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（４）産業 

浦添市における就業者割合の推移をみると、第一次産業はほぼ横ばいに推移し、第二次

産業は減少傾向にあり、第三次産業は８割以上から８割弱へと若干減少している。 

事業所の立地状況の推移を見ると、第１～３次産業の全ての産業区分において、事業所

数が若干減少している。 

飲食店に注目すると、飲食店数及び飲食店の第３次産業に占める割合は減少傾向にある。 

 従業者規模別事業所数を見ると各年度ともに、従業員数が１～４人の事業所が、約６割

から６割強と最も多く、次いで５～９人の事業所が２割弱と高くなっていることから、９

人以下の小規模事業所が全体の 75％以上にあることが示されている。 

 

■就業者割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

■事業所状況（事業所の立地状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■従業者規模別事業所数（民営の場合）の割合 

 

 

 

従業者数 H13 H18 H21

１～４人 62.6% ( 3,508 事業所） 61.9% ( 3,336 事業所） 60.1% ( 3,147 事業所）

５～９人 18.6% ( 1,045 事業所） 18.4% ( 989 事業所） 18.1% ( 946 事業所）

10～19人 9.6% ( 537 事業所） 9.6% ( 517 事業所） 10.8% ( 568 事業所）

20～29人 3.4% ( 192 事業所） 3.8% ( 204 事業所） 4.1% ( 214 事業所）

30人以上 5.8% ( 324 事業所） 6.3% ( 338 事業所） 6.7% ( 350 事業所）

合計 100.0% ( 5,606 事業所） 100.0% ( 5,386 事業所） 100.0% ( 5,238 事業所）
資料：平成13，18年事業所・企業統計調査（浦添市統計資料）

　　　：平成21年経済センサス基礎調査（浦添市統計資料）
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単位：人、％

資料：国勢調査

総数 第1次産業 第2次産業 　第3次産業

総数 その他
一般

飲食店
その他の飲

食店

263 565

249 489

240 424
※1

※2

         飲食店  ※2
年度

H13

H18

H21

　資料：平成13，18年事業所・企業統計調査（浦添市統計資料）

　　　  ：平成21年経済センサス基礎調査（浦添市統計資料）

平成21年の経済センサス基礎調査は、産業分類の基準としている日本

標準産業分類の改定(Ｈ19年)等に伴い、 産業分類が平成13,18年事業

所・企業統計調査より大きく変更している。

一般飲食店 … 食堂，レストラン、喫茶店、専門料理店（日本料理店，中華料理店） 、ハンバーガー店 等

その他飲食店 … バー，キャバレー，ナイトクラブ、酒場，ビヤホール 等

15.1%

5,704 3 644 5,057

5,486 3 581 4,902

飲食店

5,324 2 552 4,770

飲食店の
割合

4,229 16.4%

4,106 13.9%

4,164

828

738

664
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※保護率は人口千人あたり　単位：‰

年度 全国 沖縄県 浦添市

被保護人員 159万 24,391 1,501
保護率 12.5 17.7 13.62
順位 － 全国３位 県内８位

被保護人員 176万 26,573 1,691
保護率 13.8 19.20 15.25
順位 － 全国３位 県内８位

被保護人員 195万 29,028 1,875
保護率 15.2 20.8 16.80
順位 － 全国３位 県内７位

資料：浦添市統計資料(保護課)[平成20年度は年度平均、平成21・22年度は３月末現在]

　　：福祉行政報告例（厚生労働省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成20年度

平成21年度

平成22年度

（５）生活保護の状況 

 生活保護率の順位を県内 11市と比較すると、平成 20～22年度における浦添市の順位は、

県内７～８位と比較的低い順位にあるが、浦添市のこの間の変化をみると、被保護人員、

保護率ともに増加傾向にある。 

 次に世帯別に生活保護の状況をみると、平成 20～22年度のいずれの年も高齢者の割合が

最も高く、次いで傷病者・障害者、その他、母子の順となっている。 

 また、単身世帯をみると、高齢単身世帯が最も多く全体の半数以上を占めている。 

  

■生活保護率 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■浦添市の生活保護世帯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浦添市の生活保護単身世帯の状況 

 

 

 

 

生活保護
単身世帯総数 高齢者 障害者 その他

実数 787 447 159 181

構成比（％） 100.0% 56.8% 20.2% 23.0%

実数 860 478 165 217

構成比（％） 100.0% 55.6% 19.2% 25.2%

実数 899 493 183 223

構成比（％） 100.0% 54.8% 20.4% 24.8%
平成22年度

平成21年度

年度

平成20年度

実数／構成比

493（49.0％） 536（48.7％） 565（45.8％）

375（37.3％）
389（35.4％）

435（35.3％）
54（5.4％）

60（5.5％）
72（5.8％）84（8.3％）

115（10.5％）
162（13.1％）

13.62‰

15.25‰

16.80‰
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その他

母子

傷病者・障害者

高齢者

保護率

※保護率は人口千人あたり 単位：‰

保護世帯総数1,006 

（保護世帯数）

保護世帯総数1,100

保護世帯総数1,234

資料：福祉保健の概要[各年度年度平均]
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■生活保護開始理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活保護開始理由としては、疾病による収入の減少、支出の増加が約４割から５割弱と

最も多く、次いで疾病に起因しない収入の減少が約３割から４割弱と高い割合となってい

る。また、生活保護を開始する世帯数を１ヵ月平均でみると、年々と微増している。 

 医療扶助世帯については、平成 17 年から年々増加し、平成 22 年度においては、医療扶

助世帯の割合が全扶助世帯の８割弱と高い割合となっている。医療扶助額をみると、平成

17年度から増加傾向にあるが、扶助額の全体としては、若干の減少がみられる。 

 

■医療扶助の人数と費用額 

医療費扶助世帯の推移            医療扶助額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

疾病に起因しない

収入の減少

疾病による収入の

減少、支出の増加

世帯の主たる生

計従事者の死亡、

離別、行方不明

仕送り、年金等の

減少、喪失
その他

実数（人） 193 76 79 4 1 33

構成比（％） 100 39.4% 40.9% 2.1% 0.5% 17.1%

実数（人） 220 68 100 10 3 39

構成比（％） 100 30.9% 45.5% 4.5% 1.4% 17.7%

実数（人） 274 99 128 6 5 36

構成比（％） 100 36.1% 46.7% 2.2% 1.8% 13.1%

資料：保健福祉の概要

開始理由

１ヵ月平均

16.1

18.3

22.8H22

H21

H20

単位：世帯、％

年度 開始総数
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２．浦添市の保健に関する概況 

（１）死亡の状況 

 １）主要死因と早世の要因 

浦添市の死亡状況をみると、平成 22年においては悪性新生物が第１位で、第２位が心

疾患、肺炎が第３位、脳血管疾患が第４位になっている。平成 18年から平成 22年の経

年でみると、平成 21年から脳血管疾患と肺炎の順位が入れ替わっている。 

また、早世(65歳未満)死亡の減少については、平成 18年との比較では減少している

が、全国及び県と比べると高い割合となっている。死因としては悪性新生物が第１位で、

平成 20年以降の第２位が自殺となっている。 

 

 ■ 浦添市の主要死因の変化 
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 ■ 65歳未満死亡の割合（都道府県順位） 
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２）職業別、原因・動機別自殺者の推移 

①自殺者数の推移 

平成 22 年度は、全国、沖縄県、浦添市ともに、前年度（平成 21 年度）に比べて自殺

者総数で減少している。 

全国、沖縄県は男女ともに減少しているが、浦添市は男性が減少、女性は増加傾向に

ある。また、全国、沖縄県は男女比が男性７割、女性３割であるのに対し、浦添市は女

性が４割と女性の占める割合が高いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

②自殺率（人口 10万人当） 

浦添市の自殺率（人口 10 万人当）を全国及び沖縄県と比較すると、どの年度において

も割合は低い。 

 

 

 

 

※平成２０年度は他市町村のデータがないため順位なし 

 

 

③年齢別自殺者数の推移 

全国では、40～60代が全体の半数を占めており、高い割合を示している。 

沖縄県では、特に 50代の割合が高く、全体の３割を占めている。 

浦添市では、30～50代の割合が高く、特に 40代が全体の３割半と高い割合を占めてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

全国 22,831 9,418 32,249 23,462 9,367 32,829 21,944 9,338 31,282

沖縄県 250 87 337 296 101 397 257 91 348

浦添市 19 6 25 18 9 27 13 10 23

平成22年度平成21年度平成20年度

全国

沖縄県

浦添市 22.74

23.58（全国32位）

25.31

20.75（県内23位）

24.75（全国23位）

24.62

23.58（県内21位）

28.19（全国13位）

25.76

平成20年度 平成21年度 平成22年度

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

H21年度 566 3,471 4,793 5,255 6,484 5,952 3,673 2,402

H22年度 547 3,203 4,535 5,101 5,882 5,832 3,640 2,388

H21年度 2 42 57 88 106 48 35 17

H22年度 8 38 68 55 96 40 24 19

H21年度 0 3 6 3 9 2 4 0

H22年度 0 1 5 8 4 0 1 4
浦添市

沖縄県

全国
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④職業別自殺者数の推移 

全国では「被雇用人・勤め人」が最も多いのに対し、沖縄県及び浦添市では「その他

の無職者」が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業・家
族従業者

被雇用人・
勤め人

学生・生徒
等

主婦 失業者
年金・雇用

保険等

生活者

その他の
無職者

H21年度 3,201 9,157 944 2,294 2,337 6,021 7,931

H22年度 2,710 8,478 920 2,325 1,950 6,023 8,173

H21年度 45 99 5 13 12 41 175

H22年度 26 92 6 16 24 27 155

H21年度 1 5 0 3 0 1 14

H22年度 1 5 0 0 1 2 14

無職
無職者

全国

沖縄県

浦添市

有職者

8.9%

27.7%

3.0%

7.6%

6.4%

19.7%

26.7%

7.5%

26.6%

1.7%

4.6%

6.9%

7.8%

44.8%

4.3%

21.7%

0.0%

0.0%

4.3%

8.7%

60.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自営業・家族従業者

被雇用人・勤め人

学生・生徒等

主婦

失業者

年金・雇用保険等生活者

その他の無職者

職業別自殺者数の割合（H22）

全国

沖縄県

浦添市
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⑤自殺の原因・動機 

自殺の原因・動機としては、全国、沖縄県、浦添市ともに健康問題が最も多くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8%

47.8%

20.9%

7.7%

3.6%

1.1%

5.0%

9.7%

44.2%

14.4%

5.0%

3.0%

0.5%

4.5%

18.9%

8.8%

50.0%

17.6%

5.9%

2.9%

0.0%

8.8%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭問題

健康問題

経済・生活問題

勤務問題

男女問題

学校問題

その他

不詳

動機別自殺者数の割合（H22)

全国

沖縄県

浦添市
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３）年齢調整死亡率注２）でみた沖縄県の死亡の特徴 

全国と比較して沖縄県の男性は、悪性新生物（がん）は全国的な値より低く、順位も

後半に位置している。全体的に値は減少傾向にあるが、肝疾患についてはこの 10年間で

いずれの年も１位となっている。 

一方、女性についてみると、全体的に値は下がっているが、自殺の値・順位が共に急

激に上昇している。 

また、肝疾患、糖尿病が男女ともに高い値を示している。これらの病気は、生活習慣

と関係が深く、特に食生活や飲酒・喫煙習慣が大きく影響している。 

 

■沖縄県の男女別年齢調整死亡率（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：厚生労働省ホームページより 

 

 

 

 

注２）年齢調整死亡率：年齢構成の異なる地域間で死亡状況の比較ができるように年齢構成を調

整した死亡率が年齢調整死亡率（人口 10 万対）である。この年齢調整

死亡率を用いることによって、年齢構成の異なる集団について、年齢構

成の相違を気にすることなく、より正確に地域比較や年次比較をするこ

とができる。 

 

Ｈ12 H17 H22 Ｈ12 H17 H22 Ｈ12 H17 H22 Ｈ12 H17 H22

死亡率 214.0 197.7 182.4 194.8 177.1 158.9 103.5 97.3 92.2 85.8 89.2 85.2

順位 － － － 43位 46位 46位 － － － 46位 43位 41位

死亡率 46.3 44.6 42.4 55.0 46.1 38.9 12.3 11.7 11.5 13.5 14.5 11.5

順位 － － － 3位 18位 43位 － － － 7位 2位 16位

死亡率 85.8 83.7 74.2 78.9 71.2 71.8 48.5 45.3 39.7 39.6 40.0 34.7

順位 － － － 39位 44位 8位 － － － 47位 40位 42位

死亡率 29.7 25.9 20.4 33.3 28.0 25.0 14.2 11.5 8.4 15.1 16.1 9.8

順位 － － － 12位 21位 10位 － － － 13位 3位 18位

死亡率 74.2 61.9 49.5 63.5 51.9 48.4 45.7 36.1 29.6 30.0 23.1 22.4

順位 － － － 42位 45位 24位 － － － 47位 47位 43位

死亡率 30.7 31.6 29.8 42.4 39.4 36.2 10.7 10.7 10.9 11.1 8.7 13.2

順位 － － － 3位 8位 8位 － － － 17位 42位 4位

死亡率 14.0 12.6 11.2 20.8 21.1 17.9 4.4 4.2 3.8 5.1 7.5 5.8

順位 － － － 1位 1位 1位 － － － 8位 1位 2位

死亡率 7.8 7.3 6.7 10.2 10.0 7.6 4.4 3.9 3.3 6.3 6.3 4.1

順位 － － － 2位 1位 11位 － － － 2位 1位 7位

推移

悪性新生物（がん）

区分 推移全国 沖縄県 全国 沖縄県

女性男性

↓

↓

↑

↓

↓

↑↓

↓

↓

　肺がん

↓

↓

心疾患

　急性心筋梗塞

脳血管疾患

自殺

肝疾患

糖尿病

↓

↓

↓

↓

↓
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４）標準化死亡比（ＳＭＲ）注３）でみる死亡の特徴  

浦添市の標準化死亡比（図８）をみると、全死因では男女ともに 100 を下回る比率と

なっている。 

男性は、主に心疾患系、脳血管疾患系、腎炎・ネフローゼの比率が 100 を超えており、

それ以外の死因については 100 を下回っている。1983～1992 年と比較すると、主に胃が

ん、気管支・肺がん、糖尿病の比率は低下しているが、その他の項目は横ばい又は上昇

傾向にある。 

女性では、1983～1992 年と比較して、糖尿病や大腸がんの項目で改善がみられるもの

の、県全体と比べると依然として高い状態にある。また、腎炎・ネフローゼ、自殺の比

率が大幅に上昇している状況が見受けられる。 

 

■性別にみる疾病別標準化死亡比（浦添市）（1983年～1992年,1993年～2002年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※便宜上 1993～2002 年の値を   で示している   

資料：沖縄県の市町村別標準化死亡比（SMR)～1973-2002～平成 17 年沖縄県福祉保健部健康増進課 沖縄県衛生環境

研究所 

 

 

 

 

  

注３）標準化死亡比（ＳＭＲ）：地域の年齢構成を均一にした死亡率のことで、ＳＭＲは、県全

体を 100 とし、100 より大きい時は県に比べて死亡率が高いこと

を意味している。 
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（２）健康診査及び健康診査結果の概要 

１）特定健診及び特定保健指導 

生活習慣病の発症予防、重症化予防の最も重要な取組みである、医療保険者による特

定健康診査・特定保健指導は、平成 23年度の法定報告で、受診率 34.3%、保健指導実施

率は 46.8%となってる。特定保健指導実施率においては、国の目標である 45％を上回っ

ているものの、特定健康診査受診率においては、国の目標 65％に達していない状況とな

っている。 

 

■特定健康診査受診率の推移 
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■特定保健指導実施率の推移 
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特定健康診査の受診回数別の結果を見てみると、初めての受診者は、ほとんどの健診

データが継続受診者より悪い状態となっている。 

健康診査の機会を提供し保健指導を実施することにより、生活習慣病の発症予防、重

症化予防に繋げることが重要である。 

 

 

■平成 23年度 特定健康診査受診者の受診回数別結果 
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２）特定健康診査結果の概要 

平成 22年度の特定健康診査結果（メタボリックシンドローム）の状況をみると、男性、

女性ともにメタボ該当者の割合は県平均を下回っている。 

生活習慣病に関連する各種データを概観すると、先のメタボ該当者及び予備群の状況

と連動した結果となっている。多くのデータで県平均を下回っているものの、県平均と

市の値に大きな差はなく、高 LDLや尿蛋白で県平均を上回る状況となっている。 

全国的にみれば、本県は肥満者のいる割合が高く、生活習慣病の発症リスクが高い状

況となっている。したがって、その数値に近い本市においても、生活習慣病の発症増が

懸念される状況にあると推察される。 
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（３）介護保険の概要 

１） 介護保険認定者の状況 

浦添市の要介護（要支援）認定者数の推移をみると、認定者の総数は増加傾向にある。 

また、要介護の程度別にみると、要介護２以下の軽度の占める割合は、平成 18年度以

降減少傾向で推移しており、近年では５割強となっている。一方、要介護４以上の重度

の割合は、平成 18年度以降増加傾向で推移している。 

平成 18年度の認定者人数を 100とした伸び率の状況をみると、要介護３以上の伸びは

平成 20 年度でピークを迎えそれ以降減少している一方、要介護４以上では平成 20 年度

以降の伸びが大きくなっている。要介護２以下の軽度については、各年増減があるもの

の、ほぼ横ばいで推移し、平成 22年度には平成 18年度比で約 97％となっている。 

 

■介護度別人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

要支援１ 209 262 258 225 201

要支援２ 158 191 229 224 271

経過的要介護 86 0 0 0 0

要介護１ 512 396 386 387 388

要介護２ 311 381 371 361 377

要介護３ 353 379 444 437 400

要介護４ 337 343 339 368 396

要介護５ 295 317 319 351 367

計 計 2,261 2,269 2,346 2,353 2,400

4.86% 4.74% 4.78% 4.68% 4.68%

※住民基本台帳（各年9月末日現在）の40歳以上人口に占める割合とした

40歳以上人口に占める
割合(認定者率)
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資料：介護保険課 
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２） 第２号被保険者（40～64歳）の特定疾病者の状況 

第２号被保険者の要介護認定を受ける要因となった特定疾病の項目別人数は、下表の

通りとなっている。 

疾病別でみると、「脳血管疾患」を要因とした出現率が高く、平成 22 年の出現率は

0.2209％となっており、認定者の 7割半（74.5％）を占めている。 

 

■第２号被保険者（40～64歳）の特定疾病者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容

40～64歳人口

特定疾病項目
疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

がん(末期) - - - - - - - -

パーキンソン病関連疾患 2 0.0074 1 0.0035 2 0.0064 1 0.0030

関節リウマチ（慢性関節リウマチ） 2 0.0074 7 0.0207 5 0.0160 5 0.0152

筋萎縮性側索硬化症 1 0.0037 1 0.0035 1 0.0032 1 0.0030

後縦靭帯骨化症 2 0.0074 2 0.0069 0 0.0000 0 0.0000

初老期における認知症 6 0.0184 4 0.0138 3 0.0096 4 0.0121

脊髄小脳変性症 5 0.0147 6 0.0173 4 0.0128 3 0.0091

脊柱管狭窄症 0 0.0000 0 0.0000 0 0.0000 1 0.0030

多系統萎縮症 - - - - - - - -

糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症及び糖

尿病性網膜症
0 0.0000 2 0.0069 4 0.0128 3 0.0091

特定疾病以外 - - - - - - - -

脳血管疾患 64 0.1991 69 0.2141 69 0.2109 77 0.2339

慢性閉塞性肺疾患 0 0.0000 1 0.0035 0 0.0000 0 0.0000

両側の膝関節又は股関節に著しい変形を

伴う変形を伴う変形性関節症
1 0.0037 1 0.0035 2 0.0064 0 0.0000

合　　　　計 84 0.2617 95 0.2935 91 0.2780 95 0.2886

内容

40～64歳人口

特定疾病項目
疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

疾病者数

(人)

出現率

(％)

がん(末期) - - 2 0.0058 7 0.0200 4 0.0112

パーキンソン病関連疾患 2 0.0058 2 0.0058 3 0.0086 3 0.0084

関節リウマチ（慢性関節リウマチ） 4 0.0117 3 0.0087 1 0.0029 2 0.0056

筋萎縮性側索硬化症 1 0.0029 1 0.0029 1 0.0029 1 0.0028

後縦靭帯骨化症 0 0.0000 0 0.0000 0 0.0000 0 0.0000

初老期における認知症 6 0.0175 6 0.0175 4 0.0114 6 0.0168

脊髄小脳変性症 4 0.0117 5 0.0146 4 0.0114 2 0.0056

脊柱管狭窄症 0 0.0000 0.0000 2 0.0057 2 0.0056

多系統萎縮症 - - 2 0.0058 3 0.0086 2 0.0056

糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症及び糖

尿病性網膜症
5 0.0146 7 0.0204 5 0.0143 5 0.0140

特定疾病以外 - - - - - - - -

脳血管疾患 86 0.2568 76 0.2214 78 0.2231 79 0.2209

慢性閉塞性肺疾患 0 0.0000 0 0.0000 0 0.0000 0 0.0000

両側の膝関節又は股関節に著しい変形を

伴う変形を伴う変形性関節症
1 0.0029 0.0000 0 0.0000 0 0.0000

合　　　　計 109 0.3239 104 0.3030 108 0.3089 106 0.2964

33,654 34,325 34,967 35,766

32,728 32,922

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

32,094 32,372

資料：介護保険課 
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（４）母子保健の概要 

１）低体重児の出生状況 

浦添市の平成 12 年から平成 22 年までの出生状況をみると、総数は全体的に微減傾向

にある。 

一方で、低体重児の出生状況をみると、低体重児の出生数は微減微増を繰り返してい

るが、全出生数に対する低体重児の割合は微増傾向にある。また、低体重児の割合を県

平均と比較すると、全体的に平均を下回っているが、直近の平成 22年にはわずかに平均

を上回っている。 
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（５）歯科健診（検診）結果の概要 

１）３歳児歯科健康診査の概要 

浦添市の平成 16 年から平成 22 年までの 3 歳児歯科健康診査の受診者数及び受診率は

概ね増加傾向で推移している。 

また、受診者の中でう蝕のない者の割合をみると、全体的に増加傾向にある。 

県平均と比較すると、わずかに平均を下回る年が多いものの、直近の平成 22年ではわ

ずかに平均値を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※   は沖縄県平均値 
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２）歯周疾患検診結果の概要 

浦添市の平成 21年から平成 23年までの歯周疾患検診の受診者数は増加傾向※で推移し

ている。 

また、総受診者数に占める有所見者数（要精密検査者＋要指導者）の割合（有所見率）

はどの年も 9割以上と高くなっている。 

今後は、引き続き歯周疾患検診による歯周疾患の早期発見や検診受診者（及び定員数）

の増加、歯磨き指導等の歯周疾患予防が課題となっている。 
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